
k＞０で不等式 kx  の形の問題を解く場合， kxk  と同値であることから，例えば， 3x

ならば， 33  x と解答する。それでは，k の部分が x の関数の場合に，同じように計算していい

のか調べてみる。

不等式 )()( xgxf  を解く。

(ⅰ) )(xf ≧0 のとき

)()( xgxf 

となる。

つまり， )(xf ≧0 と )()( xgxf  を

同時に満たす x の値の範囲を求める。

よって，連立不等式

)()(0 xgxf ≦

を解くことになる。

(ⅱ) )(xf ＜0 のとき

)()( xgxf  つまり )()( xfxg 

となる。

つまり， )(xf ＜0 と )()( xfxg  を

同時に満たす x の値の範囲を求める。

よって，連立不等式

0)()(  xfxg

を解くことになる。

(ⅰ)(ⅱ)より， )()()( xgxfxg 

つまり，k の部分が x の関数の場合でも以下のことがいえる。

(例) 1≦322  xxx を解け。

(解) 1≦32≦1) 2  xxxx( と同値である。
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①より， 0≧22  xx
xx ≦2,1≦ 

②より， 0≦432  xx
4≦≦1 x

以上より，

4≦≦2,1 xx 

絶対値の入った不等式 )()( xgxf 

)()( xgxf  )()()( xgxfxg 


